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 会 議 録 

会 議 名 第 60 回 八王子市ごみゼロ社会推進協議会  

日 時 
令和 3年（2021年） 

7 月 6 日（火） 
開始 

午後2時00

分 
終了 

午後2時50

分 

場 所 北野清掃工場 大会議室 

出 

席 

者 

委 員 

石井委員、今委員、齋藤委員、加地委員、間嶋委員、平林委員、

天野委員、清水委員、上村委員 

                                           以上 9 名 

事務局 等 

平本資源循環部長、木下循環型都市推進専門管理官、真辺ごみ減

量対策課長、平井廃棄物対策課長、森田ごみ総合相談センター所

長、岡田戸吹クリーンセンター所長 

 

【ごみ減量対策課】白鳥主査、日下主任、下村主任、小口主事、 

宮本主事、森田専門員 

【廃棄物対策課】河内課長補佐 

【ごみ総合相談センター】河井主査、西村主査 

【戸吹クリーンセンター】伊藤課長補佐 

欠 席 者 
計委員、押山委員、安瀬委員、中村委員、大貫委員 

以上 5 名 

議 題 等 

１．粗大ごみ収集の料金体系と特別な処理を要する品目の現状と 

課題について 

２．その他  

公開･非公開の別 公開 

傍 聴 人 なし 

配 布 資 料 

・ 会議次第 
・ 八王子市ごみゼロ社会推進協議会 席次表 
・ 八王子市ごみゼロ社会推進協議会 委員名簿 
・ 令和 3年（2021年）4月 1日付人事異動 
・ 資料 1粗大ごみ収集の料金体系と特別な処理を要する品目の

現状と課題について 

・ ‐はちおうじ いただきます作戦‐ フードドライブにご協力

ください！！（チラシ） 
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１． 議題等 

粗大ごみ収集の料金体系と特別な処理を要する品目の現状と

課題について 

 

【意見、質疑応答等】 

委員：例えば、布団を収集してもらいたい場合、厚さや大きさ等、

様々なものがあるが、すべて同じ料金になるのか。 

市 ：現行の品目制であれば、同じ料金となる。例えば、基準が

外形寸法制となると、たたみ方や排出時の形態で料金が異

なってくる。 

 

委員：3 通りの基準を検討しているが、自転車のような形が決ま

っている物は品目制、大きいものは別の基準というよう

に、併用することはできないのか。 

市 ：収集効率や市民への判りやすさを考慮し、検討を進める。 

 

委員：スプリングマットレスの処理について、市の人件費がかか

るということか。また薬品の処理は、外部委託するのに費

用がかかるから、値上げを行うということか。 

市 ：スプリングマットレスについては市の工場で委託業者の職

員が処理を行っているが、他の物に比べ時間がかかる。ま

た、薬品については、外部委託し処分する予定であり、そ

の際にかかる費用負担を、受益者負担の観点から市民の

方々にお願いしたいと考えている。 

 

委員：薬品が自宅から排出されることはあるのか。また、ごみと

して排出していいのか。 

市 ：年間 200件前後問い合わせがあり、農薬等が排出されるこ

とがある。また、家の片づけをした際に、放置され、ラベ

ルがはがれ、中身がわからない薬品が排出されることもあ

る。中身がわかるものについては、市で受けることを考え

ている。 

委員：民間事業者が劇物や毒物を処理する場合、専門業者を利用

するが、市の工場で劇物や毒物を処理することができるの

か。 

市 ：民間事業者は廃棄するためのルートがあるが、市民は、専

門業者を利用できないので、市の工場で受け入れざるを得

ない。今後、適正処理をしていくために、いったん市で受

け取り、専門処理業者に委託する予定である。 

市 ：薬品は、市で収集を行わず、排出者自身が、中身の分析し、

市の工場に持ってきてもらうように考えているが、どう

か。 
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委員：自分で中身を分析するのは難しいのではないか。 

委員：それは、無理である。 

 

市 ：粗大ごみの基準について、現行の品目制を含め 3通りの基

準で検討している。どの基準がいいか等、ご意見があれば

伺いたい。 

委員：現在の品目制がわかりやすい。 

 

委員：粗大ごみの基準の変更は、いつ頃実施する予定なのか。 

市 ：現在、基準の変更について検討している段階であるため、

明確な時期は決まっていない。今後、変更することが決ま

った時点で本協議会や広報、ホームページで周知してい

く。 

委員：町会自治会連合会の会合でも説明をしてほしい。 

市 ：周知する際には、説明させていただきたい。 

 

 

２．その他 

（１）フードドライブについて 

市：ごみ減量対策課の窓口、南大沢清掃事業所、あったかホール

の 3 ヶ所で、家庭で余っている食品の提供をお願いしてい

る。6 月から開始して、約 60ｋｇの提供があった。今回集ま

った食品は、1 団体に寄付をしている。引き続き、家庭で余

っている食品があれば、提供願います。 

委員：スーパーアルプスの一部店舗でもフードドライブを実施し

ているが、余っている食品を持っていくと、受付してもら

えるのか。 

委員：フードバンク八王子えがおの協力企業として、コンテナボ

ックスを常設している。コロナの影響もあってか、支援を

してくれる人も増え、5 店舗で約 200～300ｋｇの提供があ

った。 

委員：集まった食品は子ども食堂に提供されるのか。 

委員：市役所に来庁した困っている人や登録している人に渡して

いると聞いている。 
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（２）プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律につい

て 

委員：現段階で市として考えていることがあれば教えてほしい。 

市 ：まだ、政省令等はでていないが、法律で容器包装プラスチ

ックと製品プラスチックは市町村での一括回収が求められ

ているため、今後対応を検討していくことになる。 

   しかし、現在の市の施設では、受け入れることができず、

市の費用負担も増えるため、事業者の取組も注視してい

る。 

 

（３）レジ袋の削減について 

委員：レジ袋が有料化して約 1 年が経過したが、店舗ではどれぐ

らいの効果があったか。 

委員：有料化する前のレジ袋の辞退率は、75％だったのに対し、

現在の辞退率は 73％となり、レジ袋の購入者が少し増え

ている。しかし、無駄にレジ袋を購入しているのではな

く、何か使用目的があって購入しているように感じてい

る。 

 

（４）今後のごみゼロ社会推進協議会の日程について 

市 ：令和 3 年度は、残り 2 回協議会の開催を予定しており、そ

のうち 1回は、施設見学を行う予定である。 

   詳細については、別途改めて案内する。 

 

（５）会議録の署名について 

市 ：本協議会では、会議録を作成後、委員の皆様に順番で署名

依頼をしていたが、国の押印廃止の方針にのっとり、今回

の協議会から会議録の署名を廃止する。 

 


